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ース 

～あなたも民商の共済会に～  

会員・配偶者は無条件で加入可 

同居家族、従業員も加入可 見舞金・祝金 

月 1,000 円 

１０

月
の
無
料
法
律
相
談 

日 

時 

１０
月
１０
日(

火)

午
後
１
時
３０
分
か
ら 

弁
護
士 

新
潟
中
央
法
律
事
務
所 

足
立
定
夫
弁
護
士 

☆
相
談
希
望
の
方
は
、
必
ず
事
前
に
電
話
で
予
約
を
。 

・
無
料
法
律
相
談
は
偶
数
月
の
開
催
で
す
。 

（
９
月
は
お
休
み
で
す
） 

・
緊
急
の
相
談
は
新
潟
市
の
同
法
律
事
務
所
で
す
。 

事
務
局
ま
で
連
絡
を
。 

 

年金受給者の扶養親族等申告書への 

個人番号（マイナンバー）の記載は 

強制ではない、書かなくても不利益なし 
 年金事務所が年金受給者の扶養親族等申告

書（平成３０年分）と、個人番号申出書（平成

２９年分）への個人番号の記載を求めていま

す。国税庁は、扶養控除等申告書に個人番号の

記載がないことによる不利益について、「個人

番号が記載されていなくても税額計算はでき

る」「記載がなくても罰則等の不利益はない」

と回答しました。厚労省、年金機構は、個人番

号の記載がない場合の扶養親族等申告書の受

理について、「記載がないことだけで受理しな

いことはない」と回答しました。 

マイナンバーの記載は強制ではありません。 

９
月
分
か
ら
の
厚
生
年
金
保
険
料
率
が 

変
わ
り
ま
す 

 
 

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
の
保
険
料
率
は
、 

９
月
分
（
１０
月
納
付
分
）
か
ら
変
更
と
な
り
ま
す
。 

変
更
前 

１
８
．
１
８
２
％ 

変
更
後 

１
８
．
３
０
０
％ 

適
用
期
間
は
９
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。
給
与
計
算 

時
に
は
厚
生
年
金
保
険
料
率
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

婦
人
部
主
催
で
介
護
保
険
学
習
会
を 

開
催
！
『参
加
で
き
て
良
か
っ
た
』 

 
 

 村
上
民
商
婦
人
部
は
、
２５
日 

村
上
市
の
「
出
前
講
座
」
を
利 

用
し
、
『
村
上
市
の
介
護
保
険 

に
つ
い
て
』
の
学
習
会
を
開
催 

し
ま
し
た
。
「
介
護
保
険
の
こ 

と
を
勉
強
し
た
い
」
と
婦
人
部 

員
か
ら
の
提
案
が
あ
り
、
「
学 

習
会
を
や
ろ
う
」
と
企
画
し
た 

も
の
で
す
。
学
習
会
に
は
、
市 

担
当
者
２
名
と
、
民
商
か
ら
は 

婦
人
部
員
、
会
員
内
外
、
竹
内 

会
長
、
渡
辺
副
会
長
、
事
務
局 

と
１２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

学
習
会
の
前
半
で
は
、
市
か
ら
配
布
さ
れ
た
資
料
を
参 

考
に
担
当
者
の
説
明
を
受
け
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾 

け
て
い
ま
し
た
。
後
半
に
は
、
質
疑
応
答
の
時
間
を
設
け
、 

１
時
間
程
度
の
学
習
会
の
予
定
で
し
た
が
、
こ
の
時
間
内 

で
は
終
わ
ら
ず
、「
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
料
金
は
？
」「
手 

続
き
の
し
か
た
は
？
」
と
介
護
保
険
に
対
す
る
普
段
気
に 

な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
困
っ
た
と
き
の
対
処
法
な
ど
い
く 

つ
も
の
質
問
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
「
結
局
お
金
が
な
い
と 

  

 

第
１５
回
全
国
業
者
婦
人
部
決
起
集
会 

 
 

所
得
税
法
第
５６
条
を
廃
止
し
て
業
者
婦
人
の
働 

 

き
分
を
認
め
る
こ
と
や
消
費
税
増
税
中
止
、
５
％ 

 
に
戻
す
こ
と
、
国
保
税
の
引
き
下
げ
な
ど
さ
ま
ざ 

 
ま
な
要
求
を
全
国
か
ら
持
ち
寄
り
、
２
年
に
１
度 

 

開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。 

 
 

日
時 
１０
月
２６
日
（
木
） 

午
後
１
時
半
か
ら
３
時
ま
で 

 
 

会
場 

東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂 

大
変
だ
」
「
子
供
や

家
族
に
は
迷
惑
を

か
ら
れ
な
い
」
と
不

安
な
声
も
聞
か
れ

ま
し
た
が
、
「
ま
ず

は
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
使
わ
な
い

よ
う
に
健
康
で
あ

り
た
い
」
と
前
向
き

な
声
も
あ
り
、
学
習

会
は
終
始
な
ご
や

か
な
雰
囲
気
と
な

り
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
、
「
婦
人
部

で
ま
た
違
う
内
容

の
学
習
会
を
開
い

て
ほ
し
い
」
と
要
望

も
あ
り
ま
し
た
。 


